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　　　　　　　　　　　仏教徒のねがい

1。仏に帰依し、仏の教えに帰依し、仏の教えをあおぐ人々に掃依して

　　正しく明るく生きぬく人間となります。

2・仏の智慧と慈悲に照らされて、さとりの道を求め、真実の自己に

　　めざめると共に、多くの人々に仏のおしえを伝えます。

3．みずから戒めを守り、行ないを反省し、生かされている身の幸せに

　　気づいて、あらゆる恋みに感謝し、叡智と愛情をもって明るい生活

　　を築きます。

4。みずからとらわれと偏見をすてて、真実を正しく見、創造力を養い．

　　個性を伸し、よろこんで世のためにつくして、自他平等の幸せな

　　社会を作ります。　　　　　　　　　　　（全日本仏教会制定）4月号 発行所全日本仏教会　東京都中央区築地3－15－1（本願寺内）振替東京37600
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★
花
ま
つ
り

　
財
団
法
人
日
本
仏
教
讃
仰
会
が
毎

年
主
催
す
る
花
ま
つ
り
は
、
こ
と
し

は
「
釈
尊
降
誕
花
ま
つ
り
世
界
平
和

大
会
」
と
し
て
、
四
月
八
日
午
後
一

時
か
ら
東
京
日
比
谷
公
会
堂
で
ひ
ら

か
れ
た
。

　
式
典
で
は
法
善
寺
保
育
園
の
園
児

は
じ
め
各
界
代
表
の
献
花
灌
仏
、
駐

日
イ
ン
ド
大
使
ほ
か
の
お
祝
い
の
こ

と
ば
な
ど
が
あ
っ
た
。
第
二
部
で
は

記
念
講
演
、
第
三
部
は
奉
賛
芸
能
の

花
ま
つ
り
芸
能
大
会
で
賑
つ
た
。
大

型
貸
切
り
バ
ス
十
数
台
で
の
参
加
団

体
も
あ
り
、
会
場
は
満
員
の
盛
況
。

青
少
年
養
護
施
設
の
人
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
人
た
ち
が
招
待
さ
れ
た
。

★
全
仏
か
ら
役
員
派
遣

　
太
平
洋
戦
争
中
、
南
太
平
洋
諸
島

及
び
そ
の
海
域
で
戦
残
し
た
日
本
人

は
、
軍
、
民
あ
わ
せ
て
約
五
十
万
人

と
い
わ
れ
、
戦
後
日
本
政
府
や
各
種

団
体
の
手
に
よ
っ
て
、
遺
骨
の
収
集

が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
地
域

の
遺
骨
の
大
部
分
は
い
ま
だ
ジ
ャ
ン

グ
ル
や
洞
窟
の
中
に
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
戦
二
者

の
慰
霊
の
た
め
に
グ
ア
ム
島
に
慰
霊

公
苑
を
建
設
し
た
い
と
し
て
、
財
団

法
人
南
太
平
洋
戦
残
者
慰
霊
協
会
が

発
足
し
、
全
仏
に
対
し
て
協
力
方
の

要
望
が
あ
り
、
全
仏
か
ら
役
員
と
し

て
つ
ぎ
の
と
お
り
就
任
し
た
。
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★
国
際
観
光
年

　
運
輸
省
観
光
局
海
谷
事
務
官
は
、

、
調
、
謡
－
州
、
．
濁
一
」
，
誘
一
　
罫
書
調
，
圏
醤
・
第
－
一
、

て

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
観
光
機
関
国
際

同
盟
の
事
務
局
員
ア
シ
ョ
カ
・
ナ
イ

ル
氏
と
同
行
し
て
、
さ
き
に
全
仏
事

務
局
を
訪
れ
、
こ
の
同
盟
の
事
業
に

日
本
の
仏
教
界
の
協
力
、
を
要
請
し

た
。
　
こ
れ
は
昨
年
十
一
月
四
日
の
国
連

総
会
で
、
一
九
六
七
年
を
「
国
際
観

光
年
」
に
指
定
す
る
決
議
が
あ
り
、

国
際
観
光
年
は
「
観
光
が
経
済
、
社

会
、
文
化
、
国
民
生
活
、
国
家
間
の

平
和
的
関
係
の
う
え
に
果
た
す
役
割

り
を
、
各
方
面
に
認
識
さ
せ
る
こ

と
」
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
の
同
盟
（
I
U
O
T
O
）

は
国
際
観
光
年
を
機
会
に
、
各
国
の

出
入
国
手
続
の
容
易
化
、
特
別
割
引

料
金
制
の
設
定
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金

の
減
免
な
ど
に
よ
る
、
世
界
の
観
光

往
来
を
活
発
化
す
る
運
動
を
進
め
て

い
る
。

　
I
U
O
T
O
の
加
盟
国
は
九
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

一
「
4
月
一
湧
帽
メ
づ
胃
．
場
、
圃
螺
、
一
、
」
、
言
判
箋

力
闘
、
本
年
の
第
二
十
回
総
会
は
十

月
二
日
か
ら
十
一
日
ま
で
、
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
ひ
ら
か
れ
る
。

★
梵
人
会
の
活
動
ぶ
り

　
石
川
県
金
沢
市
に
本
部
を
も
つ
梵

人
会
（
代
表
河
合
智
海
）
は
、
在
家

仏
教
運
動
に
活
発
な
活
動
を
つ
づ
け

て
い
る
が
四
十
二
年
度
の
事
業
計
画

を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
め
た
。

　
　
（
四
月
）
花
ま
つ
り
、
歌
こ
え
運

動
、
　
（
五
月
）
ウ
ェ
サ
ー
カ
、
大
衆

の
た
め
の
仏
教
講
座
、
　
（
六
月
）
古

刹
巡
拝
、
　
（
七
月
）
梵
人
会
手
帖
の

出
版
（
八
月
）
暁
天
講
座
、
　
（
九

月
）
会
員
交
歓
の
日
、
　
（
十
月
）

全
身
岐
阜
大
会
に
全
員
参
加
、
　
（
十

月
）
同
旨
十
六
周
年
記
念
行
事
、

（
十
一
月
）
村
沢
忌
、
　
（
十
二
月
）

成
道
会
、
　
（
一
月
）
同
人
新
人
会
、

（
三
月
）
ね
は
ん
会
。

　
こ
の
会
が
機
関
誌
梵
声
を
発
行
し

て
の
僧
俗
一
体
の
仏
教
運
動
は
各
方

面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

★
地
方
選
挙
の
打
合
せ

　
心
仏
で
は
、
統
一
地
方
選
挙
を
む

か
え
、
こ
の
ほ
ど
都
内
の
各
宗
派
宗

務
機
関
の
代
表
者
を
招
き
、
選
挙
に
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つ
い
て
い
ろ
い
ろ
懇
談
し
た
。

　
と
く
に
東
京
都
知
事
選
に
つ
い
て

は
東
京
都
仏
教
連
合
会
と
共
同
し
支

持
候
補
の
当
選
に
つ
い
て
強
力
に
お

し
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

★
全
仏
人
事
（
組
織
局
）

　
　
　
　
主
事
古
宇
田
亮
文

　
願
い
に
よ
り
退
職

★
幼
児
用
の
仏
教
掛
図
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ひ
か
り
の
く
に
社
で
は
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
仏
教
日
校
等
の
教
材

と
し
て
、
釈
尊
の
降
誕
、
成
道
、
浬

薬
の
三
部
作
に
よ
る
四
色
刷
の
美
麗

な
掛
図
の
製
作
を
企
画
し
て
い
る
。

　
全
盤
で
は
推
せ
ん
図
書
に
指
定

し
、
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝

知
離
管
網
蕪
劉
力

　タイ風景画を印刷した美しいカー

ドが、世界仏教徒連盟本部（WFB）
から送られてきました。このカード

の売上はWFB財団の資金になりま
すので、ぜひお求めください。

4カードの種別①タイの仏塔前
の比丘の托鉢風景　②メナム河に浮

かぶ小舟　④野原にあるタイ寺院の

ミニチュア　⑥メナム河寸景⑦タ
イの農家　⑧象の材木運搬風景

☆代　金カード100枚3ドル（約
1．100円）

☆申込みの方法ハガキに種類、
枚数を書いて申込んでください。代

金は振替貯金か現金書留でお送りく
ください。

4メ　切5月15日まで
東京都中央区築：地3－15－1
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初顔合せながら

盛りあがり充分

（二
＝

一
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：

　
全
県
組
織
局
の
こ
と
し
の
至
上
課
題
は
組
織

の
強
化
に
あ
る
が
、
そ
の
推
進
の
た
め
の
布
石

と
し
て
、
全
仏
初
め
て
の
「
都
道
府
県
仏
教
会

代
表
者
会
議
」
を
、
さ
る
三
月
六
日
、
東
京
築

地
本
願
寺
会
議
室
で
ひ
ら
い
た
。
出
席
の
代
表

は
三
十
六
人
、
初
め
て
の
催
し
な
が
ら
、
遠
く

は
高
知
、
徳
島
、
秋
田
、
長
野
な
ど
か
ら
、
ま

た
近
県
の
仏
教
会
か
ら
は
幹
部
う
ち
連
れ
て
の

参
会
が
み
ら
れ
、
盛
り
あ
が
り
充
分
な
も
の
が

あ
っ
た
。

　
会
議
は
午
前
十
一
時
開
会
。
伊
藤
組
織
局
長

か
ら
開
催
の
趣
意
を
、
黒
田
事
務
総
長
か
ら
あ

い
さ
つ
を
述
べ
て
議
事
に
入
り
、
議
長
に
神
奈

川
県
仏
会
長
高
橋
隆
天
師
を
推
し
た
の
ち
、
ま

ず
主
管
の
局
部
長
か
ら
明
年
度
の
所
管
事
業
計

画
や
予
算
内
容
を
説
明
。
つ
い
で
白
白
教
会
代

表
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
務
会
勢
の
状
況
を

報
告
し
て
午
前
の
日
程
を
終
っ
た
。

　
午
後
一
時
再
開
、
つ
ぎ
の
組
織
局
提
出
事
項

’・

�
ｵ

君
、
る
㌘
．
騒

を
協
議
し
た
。

　
イ
、
各
都
道
府
県
仏
の
檀
信
徒
組
織
化
に
つ

　
　
い
て

　
ロ
、
第
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
大
会
（
岐
阜
）

　
　
に
つ
い
て

　
ハ
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
、
地
方
仏
教
徒
大
会

　
　
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て

　
二
、
統
一
地
方
選
挙
の
と
り
扱
い
に
つ
い
て

　
ホ
、
寺
院
の
権
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
へ
、
そ
の
他

　
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
と
も
に
、
熱
の
籠
っ
た
話

合
い
が
あ
っ
た
。
協
議
の
経
過
お
よ
び
結
果
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
イ
、
各
地
と
も
に
、
檀
信
徒
の
組
織
化
が
も

　
　
つ
と
も
大
切
な
急
務
で
あ
る
と
し
、
仏
教

　
　
徒
会
議
大
会
を
開
催
し
た
県
仏
は
、
そ
の

　
　
組
織
活
動
が
完
成
し
た
り
進
行
中
で
あ
っ

　
　
た
り
し
て
、
所
期
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。

　
　
大
会
を
ま
だ
開
催
し
て
い
な
い
府
県
も
、

｝
婁

．
配
ナ
ー
髭
L

　
　
檀
信
徒
組
織
化
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

　
　
の
た
め
に
は
、
こ
の
運
動
を
統
一
す
る
た

　
　
め
に
全
盤
本
部
で
こ
れ
を
実
行
す
る
方
法

　
　
に
つ
い
て
の
要
綱
を
作
り
（
静
岡
、
神
奈

　
　
川
提
案
）
地
方
仏
教
会
に
示
さ
れ
た
い
。

　
ロ
、
岐
阜
大
会
の
加
納
実
行
委
員
長
か
ら
準

　
　
備
進
行
状
況
の
報
告
、
協
力
の
要
請
が
あ

　
　
つ
た
。

　
ハ
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
に
関
す
る
組
織
局
の

　
　
方
針
と
、
講
演
会
な
ど
開
催
の
と
き
は
、

　
　
申
込
み
が
あ
れ
ば
講
師
を
派
遣
す
る
こ
と

　
　
な
ど
説
明
。

　
二
、
僧
職
者
が
議
員
に
立
候
補
し
た
と
き

　
　
は
、
県
仏
の
推
せ
ん
が
あ
れ
ば
推
せ
ん
候

　
　
補
と
し
、
必
要
な
応
援
措
置
山
を
す
る
こ

　
　
と
、
首
長
選
の
ば
あ
い
は
僧
職
に
限
ら

　
　
ず
、
推
せ
ん
応
援
す
る
考
え
で
あ
る
こ
と

　
　
を
説
明
。

　
ホ
、
墓
地
係
争
の
訴
訟
の
進
行
状
況
に
つ
い

　
　
て
伊
藤
組
織
局
長
か
ら
詳
し
く
報
告
。
東

　
　
仏
代
表
者
か
ら
墓
地
問
題
に
関
し
本
部
当

　
　
局
の
態
度
追
及
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
議
事
を
終
っ
た
の
ち
指
導
講
演
に
う
つ
り
、

「
最
近
に
お
け
る
宗
教
界
の
現
状
と
宗
教
行

政
」
と
題
す
る
文
部
省
文
化
局
宗
務
課
長
萬
波

三
三
の
講
演
を
聞
き
、
同
課
長
補
佐
河
和
田
唯

賢
氏
も
加
わ
っ
て
宗
教
行
政
一
般
に
つ
い
て
質

疑
応
答
が
あ
っ
て
同
四
時
散
会
。

“
ー
レ
　
　
　
動
・
　
’
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

イ
ン
ド
日
本
寺
の

用
地
入
手

譲り受け交渉のできたインド日本寺の用地。

右の塔はタイ寺院の一部左にブタガや大塔がある。

　
イ
ン
ド
日
本
寺
の
建
設
を
進
め
て
い
る
建
設

委
員
会
は
、
そ
の
用
地
入
手
の
た
め
ビ
第
二
ル

州
政
府
と
交
渉
中
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
二
月
建

立
し
た
ブ
タ
ガ
や
仏
塔
境
内
地
、
約
六
千
坪
の

譲
渡
を
う
け
、
さ
る
二
月
十
一
日
日
印
両
当
事

者
が
契
約
に
調
印
し
た
。
こ
の
調
印
答
礼
使
と

し
て
山
田
無
機
老
師
が
二
月
十
六
日
渡
御
同
二

十
七
日
帰
国
し
た
。

　
全
日
本
仏
教
徒
の
総
力
を
あ
げ
て
建
立
本
願

を
達
成
す
る
た
め
、
近
く
建
設
委
員
会
を
強
力

な
組
織
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
内
定
し
て
い

ち
。
な
お
こ
の
事
業
の
事
務
所
は
、
東
京
都
目

黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
五
三
祐
天
寺
内
（
電

七
一
二
一
○
八
一
九
）

　　　　株式会社

σ囁礁1溢
本店窟都市鳥丸通東本順寺前
　　　電話　　37－2博5〈代表）　●37嶋6薦6

康京店台東区西浅草1丁目6番5号
　　　電話　84←3715・6656・　841r層8328

感謝の礼拝「
平和な家庭

　　b

心谷ご本廟、室内改装

ご荘厳設計施工の栄に

駁しました。

臣
墜
，
」

一2一

掻附喫糊饗鱗轡織㎜・ひ

「5＃一をか三ぞノ
駈ゾ偲」

　　，丁匝　＾な幽、信　「㌦＝噸マ　　　サリ℃r　唾細囲糟尊画一へ
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’
蔚

　
第
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
大
会
の
開
催
地
と

し
て
、
準
備
に
あ
た
っ
て
い
る
岐
阜
県
仏
教
会

は
、
市
内
千
手
町
善
福
寺
内
に
昨
年
末
か
ら
大

会
事
務
局
を
設
け
て
お
う
わ
ら
わ
の
活
動
を
し

て
い
る
。

　
大
会
の
成
功
は
僧
俗
一
体
の
協
力
に
あ
り
と

し
て
、
県
下
十
万
戸
の
仏
教
徒
結
集
に
も
っ
と

も
力
こ
ぶ
を
入
れ
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
岐
阜
か
ら
の

仏
教
放
送
や
機
関
紙
「
仏
教
岐
阜
」
を
毎
月
十

五
万
部
門
発
行
し
て
県
下
あ
ま
ね
く
配
布
す
る

な
ど
、
精
力
的
な
マ
ス
コ
ミ
活
動
を
や
っ
て
い

る
。
放
送
献
金
と
い
う
制
度
を
設
け
て
檀
信
徒

準
備
進
む
’

岐
阜
県
仏

マ

に
呼
び
か
け
て
い
る
か
、
浄
財
応
募
の
成
績
は

予
期
以
上
の
成
果
が
あ
が
り
、
県
下
仏
教
徒
の

反
響
ぶ
り
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
さ
る
三
月
十
五
日
に
は
実
行
委
員
会
の
部
長

会
議
が
ひ
ら
か
れ
、
全
仏
本
部
の
柳
組
織
部
長

も
加
わ
り
、
大
会
開
催
の
趣
意
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
テ
ー
マ
、
記
念
運
動
な
ど
の
基
本
構
想
を

相
談
し
た
。
さ
ら
に
案
を
練
っ
て
四
月
中
旬
ま

で
に
成
案
を
ま
と
め
、
五
月
六
日
の
実
行
委
員

会
に
か
け
て
同
意
を
得
た
う
え
で
、
開
催
要
項

を
文
書
に
し
て
全
国
へ
発
送
す
る
。

実
行
委
員
会
総
会

　
五
月
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
岐
阜
市
民
会
館

に
お
い
て
実
行
委
員
千
五
百
余
人
が
集
り
、
大

会
に
つ
い
て
の
打
合
せ
が
行
な
わ
れ
る
。
全
仏

か
ら
は
豊
原
大
潤
理
事
長
ほ
か
が
出
席
し
、
各

岐
阜
，

市
町
村
仏
教
会
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
檀
信
徒
を

ふ
く
め
る
全
実
行
委
員
に
岸
会
長
の
依
嘱
状
が

伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
と
し
の
仏
攻
婦
人

大
会
　
　
　
　
岐
阜
県
高
山
市
で

　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
主
催
す
る
全
日
本

仏
教
婦
人
大
会
は
こ
れ
ま
で
、
全
仏
の
仏
教
徒

会
議
の
大
会
に
同
調
し
て
、
同
地
前
日
の
開
催

と
い
う
前
例
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
と
し
第
十

五
回
の
大
会
に
限
り
、
岐
阜
県
高
山
市
の
飛
騨

会
館
で
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
仏
教
徒
大
会
の
行

な
わ
れ
る
岐
阜
市
で
会
場
の
都
合
が
つ
か
な
い

た
め
で
あ
る
。
こ
の
婦
人
大
会
に
は
ほ
ぼ
千
人

が
出
席
の
見
込
み
で
あ
る
。

～
～
2
、
の
～
き
ご
《
5
｛
ξ
ξ
ミ
。
～
【
ノ
～
魑
～
警
～
章
♪
》
◎
；
》
≧
2
～
～
芝
8
3
～
～
、
ミ
《
《
《
ξ
・
「
2
～
箪
く
．
電
～
《
《
く
《
ご
誤

次
回
大
会
は
中
国
地
方
で

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
今
秋
　
岡
山
県
仏
の
意
向

　
岡
山
県
仏
教
会
で
は
、
さ
る
三
月
十
七
日
午

前
十
時
か
ら
岡
山
市
郊
外
高
松
稲
荷
本
山
で
稲

荷
日
宣
会
長
ほ
か
県
仏
役
員
、
県
下
各
宗
務
機

関
の
代
表
者
十
余
人
が
参
集
し
、
第
十
六
回
全

日
本
仏
教
徒
大
会
を
招
致
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
協
議
し
た
が
、
で
き
れ
ば
中
国
地
区
に
お

い
て
ぜ
ひ
開
催
し
、
こ
れ
と
平
行
し
て
県
仏
の

一
」
一
1
」
一
「
「
ー
ヨ
4
，
　
－
く
周
遇
コ
遭

』
団
m
」
1
｛
一
　
　
　
鋼
網
、
、
一
－
」
　
　
　
、
睾
、
幽
為
峨
、
，
一
，
－
』
「
コ
「
」
，
一
』
、
斗
i
，
、
、

強
化
と
仏
教
運
動
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
意

見
が
大
勢
を
占
め
た
。

　
全
仏
本
部
か
ら
柳
組
織
部
長
が
出
席
し
、
仏

教
徒
大
会
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、
今
秋

岡
山
県
仏
の
当
番
で
中
国
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
ひ
ら
く
こ
と
が
内
定
し
た
。

ノ
」
一
『
4
回
「
U
剃
－
」
　
　
’
．
ゼ
　

．
呂
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴

全
仏
加
盟
（
地
域
別
仏
教
会
）
状
況
調

1広　　　高鳥徳岩秋香栃愛群茨岡島石福山和富長福奈神福灘北岐幽静東千京新大滋兵愛府
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盟

寺
院
数
（
法
人
だ
け
）

　
　
四
、
五
九
四

　
　
三
、
二
三
八
…

　
　
三
、
〇
六
五
・
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五
九
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、
九
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一
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、
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一→仏教掛図シリーズ誕生〃企画・仏教教材研究委員会

　　　　仏教系の幼稚園・保育所の教材としては勿論、仏教寺院の年中

　　　行事・日曜学校こども会などでもご活用下さい。

全日本仏教会

日本仏教保育協会

全日本青少年教化協議会

わたしたち団体一→

は推薦します

　　　　　　1．はなまつり一既刊一

　　　　　　2．　じょうどう

　　　　　　3．　ねはん

A全判／13枚／多色刷／2，500円

大阪南区上本町3－12大阪（768）1151～7

東　京　新宿区神楽坂1－6　東京（260）8184～7
ひかりのくに昭和出版株式会社

　　　　　　　　　　圏■■■曜　　　　　　　　　　山国　　　　　　　國臨蘭　　　　　　薗■圏　　　　　冒■■　　　　属国聞　　願唱嗣　圏　　回圃嗣●國　　聞口圏圃冒口醤　　　購回■　　回馴鰯口鳳戦国　　　　　■膠■画　　　　■■■　　　■薗閣　　口■■　　口画鷹■9置一
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㎜
　
全
国
寺
院
名
鑑
（
刊
行
含
本
仏
教
会
・
寺
院
名
鑑

　　　　■■i■■邑　　　■■■■■■　一己■一層　　　　　　　　一●　　　　　　　乱闘　　　　　一■　　　　一■　　　脚圃　一■費一鍾
■

　　　＝

　　一8一胃屠量

刊
行
会
、
後
援
麦
部
省
文
化
局
宗
務
課
、
各
都
道
両

県
宗
教
法
人
担
当
課
）
に
つ
い
て
は
全
国
各
宗
派
、
各
　

寺
院
、
各
都
道
府
県
仏
教
会
の
絶
大
な
御
支
援
を
賜
上

り
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
＼

　
つ
き
ま
し
て
は
種
々
の
事
情
で
発
刊
が
お
く
れ
て
お

り
ま
す
が
、
進
行
状
況
、
発
刊
予
定
等
に
つ
い
て
次
の

通
り
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
e
発
刊
が
お
く
れ
て
い
る
理
由
－
昨
年
末
よ
り
新
市
の
誕
生
、
市
町
村
合
併
等
に

　
　
よ
り
相
当
数
の
住
居
変
更
、
表
示
の
変
更
が
あ
り
、
当
会
と
し
て
は
で
き
る
だ

　
　
け
最
新
、
正
確
な
住
所
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
そ
の
訂
正
と
整
理
に
意
外
に
手

　
　
間
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7

　
口
従
っ
て
発
刊
予
定
は
本
年
秋
（
九
～
十
月
）
で
す
。

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

日
最
終
原
稿
し
め
切
り
i
本
年
五
月
末
日

　
四
宗
派
名
簿
の
提
供
が
お
く
れ
た
宗
派
の
寺
院
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
再
々
御
寄

　
　
稿
の
依
頼
状
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
度
通
知
が
参
り
ま
し
た
ら

　
　
す
ぐ
御
返
送
下
さ
い
。

㈲
海
外
寺
院
か
ら
の
申
込
は
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
宛
お
送
り
願
い
ま
す
。

因
予
約
申
込
に
つ
い
て
一
予
約
者
に
限
り
起
案
時
（
四
年
前
）
の
価
格
で
申
込
を

　
　
受
付
け
て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
際
是
非
予
約
下
さ
い
。
完
成
後
市
販
予
定
価

　
格
は
一
万
八
千
円
で
す
。

爾
現
在
の
進
行
状
況

　
○
全
国
寺
院
名
簿
（
行
政
区
画
別
）
の
部

　
　
　
住
居
変
更
の
確
定
し
た
も
の
か
ら
す
で
に
印
刷
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
○
名
鑑
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

　
　
各
都
道
府
県
別
、
宗
派
別
に
整
理
中
、
整
理
す
み
次
第
印
刷
の
予
定
。

囚
疑
点
に
つ
い
て
は
全
日
本
仏
教
会
（
電
話
東
京
五
四
一
一
〇
三
一
三
、
五
四
二

　
一
二
九
六
九
）
各
都
道
府
県
仏
教
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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